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2５月10日㈰　新潟県生涯学習協会総会　万代市民会館　事務局長出席 ひとくち情報

　

５
月
20
日
㈬
新
潟
市
中
央
公
民

館
で
第
１
回
理
事
会
・
評
議
員
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

例
年
の
と
お
り
、
理
事
会
に
引

き
続
い
て
行
わ
れ
た
評
議
員
会
で

は
県
生
涯
学
習
推
進
課
長
様
か
ら

ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

 　

評
議
員
会
に
先
立
っ
て
行
わ
れ

た
理
事
会
で
は
、
女
性
と
し
て
初

理
事
に
な
っ
た
魚
沼
市
中
央
公
民

館
長
・
大
塚
和
子
氏
が
挨
拶
を
行

い
ま
し
た
。

等
が
記
載
さ
れ
て
い
る
「
公
民
館

名
鑑
」
は
、
従
来
の
冊
子
印
刷
を

廃
止
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
す
。

５　

公
民
館
月
報
「
実
践
シ
リ
ー

ズ
」
の
事
例
集

　

事
例
集
は
冊
子
発
行
を
せ
ず
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

６　

来
年
度
の
県
大
会

　

来
年
の
県
大
会
は
上
越
地
区
が

担
当
し
ま
す
。開
催
地
は
妙
高
市
、

会
場
は
新
井
文
化
会
館
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

７　

そ
の
他

　

⑴
市
町
村
負
担
金

　
　
　

負
担
金
は
平
成
28
年
ま
で

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
平
成
29

年
か
ら
人
口
に
応
じ
て
負
担

金
額
が
決
ま
り
ま
す
。

　

⑵
月
報
の
原
稿
執
筆
謝
礼

　
　
　

市
町
村
職
員
に
は
謝
礼

を
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

次
回
、
理
事
会
は
６
月
11
日
㈭

評
議
員
会
は
来
年
２
月
19
日
㈮

で
す
。

さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
大
会

テ
ー
マ
が
「
地
域
連
携
」
で
あ
る

こ
と
や
大
会
参
加
費
・
資
料
代
が

５
０
０
円
値
下
げ
さ
れ
る
こ
と
が

特
徴
で
す
。

　

ま
た
、
聖
籠
町
、
村
上
市
、
胎

内
市
、
阿
賀
町
の
各
地
域
か
ら
特

産
品
を
持
ち
寄
り
物
産
販
売
を

行
い
ま
す
。

３　

会
則
・
諸
規
定
・
内
規
集
の

発
行

　

最
新
版
を
発
行
し
、
全
市
町
村

に
配
布
し
ま
し
た
。

４　

公
民
館
名
鑑
の
公
開

　

全
市
町
村
の
住
所
や
電
話
番
号

　

そ
れ
ぞ
れ
の
会
議
で
は
、
役
員

承
認
、
事
業
計
画
等
が
審
議
さ
れ

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
承
認
事
項
は
次
の
と
お
り

で
す
。

１　

役
員
承
認

　

今
年
度
が
役
員
任
期
の
２
年
目

（
来
年
改
選
）
に
あ
た
る
た
め
、

転
任
者
の
後
任
者
が
役
員
と
し
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
新
役
員
を
代

表
し
て
、
副
会
長
に
就
任
し
た
新

潟
市
中
央
公
民
館
長
・
五
十
嵐
政

人
氏
が
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

２　

県
大
会
要
項
審
議

　

県
大
会
の
詳
細
な
計
画
が
審
議

第
１
回
理
事
会
・
評
議
員
会
開
催�
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民
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右
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県
公
連
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大
会
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管
・
聖
籠
町
渡
辺
館
長
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「これからの公民館職員に
求められる役割」

佐藤　克己
県教育庁中越教育事務所
社会教育課　副参事

「
専
任
制
か
ら
提
言
へ
」

　
　

～
社
会
教
育
委
員
を
動
か
す
も
の
～

　

時
間
一
杯
使
っ
た
会
議
を
終

え
た
後
、「
社
会
教
育
委
員
と

し
て
こ
れ
で
良
い
の
だ
ろ
う

か
？
」
と
い
っ
た
モ
ヤ
モ
ヤ
感

を
持
っ
た
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
兼
務
公
民
館
運
営
審
議

会
委
員
と
合
わ
せ
て
ニ
十
名
の

委
員
数
に
加
え
、
説
明
事
項
が

多
か
っ
た
こ
と
が
理
由
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

そ
れ
が
、
委
員
十
名
の
専
任

制
と
な
り
、「『
生
き
る
力
』
を

育
む
方
策
」
の
提
言
を
求
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
受
け
身
」
か
ら
「
発
信
」

へ
の
大
転
換
を
、
年
三
回
の
会

議
で
実
現
す
る
責
任
を
負
う
こ

と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　

会
議
で
は
「
ふ
る
さ
と
新
発

田
」を
生
か
す
こ
と
を
確
認
し
、

①
定
期
会
議
に
加
え
、
自
主
会

議
や
先
進
地
視
察
、
資
料
収

集
（
国
社
研
・
市
）
の
実
施

②
子
育
て
世
代
の
若
手
職
員
と

合
同
の
Ｗ
・
Ｓ
開
催

③
「
目
指
す
子
ど
も
像
」
を
基

に
三
部
会
制
で
追
及
等
に
取

組
み
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、「
体
験
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
提
言
書
は
完
成
。
難

産
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
委
員

の
使
命
感
と
、
事
務
局
の
真
摯

な
対
応
で
乗
り
越
え
た
成
果

で
す
。

　

正
直
な
と
こ
ろ
、「
発
信
」

は
苦
労
続
き
で
し
た
が
、
達
成

感
は
十
分
に
満
た
さ
れ
ま
し

た
。
社
会
教
育
委
員
の
在
り
方

を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
良
い
機
会

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

前
新
発
田
市
社
会
教
育
委
員
の
会
議
委
員
長　

皆
木　

邦
夫

「
地
域
の
課
題
解
決
」
を
推
進
す
る
た

め
に
、
公
民
館
、
そ
し
て
公
民
館
職

員
の
果
た
す
役
割
は
今
後
ま
す
ま
す

大
き
く
な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
公
民
館
職
員
に
求
め
ら

れ
る
役
割
は
、
職
員
自
ら
が
中
心
と

な
る
、
い
わ
ゆ
る
「
自
前
主
義
」
で
は

な
い
は
ず
で
す
。
牧
野
篤
氏
（
東
京

大
学
大
学
院
教
授
）
が
述
べ
て
い
る
よ

う
に
、「
こ
れ
ま
で
の
公
民
館
主
事
の

あ
り
方
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
さ
ら
に
地

域
住
民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
、

そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
に
「
学
び
」

を
組
織
し
て
、
人
々
の
地
域
へ
の
願
い

や
思
い
を
強
化
し
な
が
ら
、
地
域
貢
献

を
促
し
て
い
く
、
い
わ
ば
地
域
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
で
あ
る
黒
子
」（『
月
刊

公
民
館
』
平
成
二
十
七
年
四
月
号
）

と
な
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
人
材
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
と
し
て
の
資
質
・
能
力
の
向
上
が
欠

か
せ
な
い
の
で
す
。

　

平
成
二
十
五
年
一
月
に
中
央
教
育

審
議
会
生
涯
学
習
分
科
会
か
ら
出
さ

れ
た
「
議
論
の
整
理
」
の
中
で
は
、「
公

民
館
等
の
社
会
教
育
施
設
が
中
心
と

な
り
、
学
習
活
動
を
地
域
の
課
題
解

決
に
つ
な
げ
て
い
く
よ
う
な
取
組
を
支

援
し
、
普
及
し
て
い
く
な
ど
、「
学
び

の
場
」
を
核
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

の
形
成
を
進
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
教
育
委
員
会
月
報
』
平
成
二
十
七

年
四
月
号
で
は
、
特
集
「
今
年
度
の

重
要
施
策
と
課
題
」
の
中
で
、「
個
人

や
地
域
が
抱
え
る
課
題
は
多
様
化
・

複
雑
化
し
て
お
り
、
専
門
家
・
機
関

等
と
も
協
働
し
つ
つ
住
民
が
主
体
的
に

地
域
の
課
題
の
解
決
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
中
、
地
域
の
学
び
の

拠
点
で
あ
る
公
民
館
や
図
書
館
、
博

物
館
等
の
社
会
教
育
施
設
や
そ
の
関

係
職
員
の
質
の
向
上
の
重
要
性
が
増
し

て
い
ま
す
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
文
章
で
述
べ
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
、「
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
形
成
」

第１回公民館月報編集委員会

　第１回公民館月報編集委員会を次ぎの
とおり開催します。
　期日：平成27年６月26日㈮ 午後１時30分～
　会場：新潟市中央公民館404講座室
　内容：平成27年度後期編集について

平成27年度編集委員
　編集長　田原　　理（県公連事務局長）
　委　員　小林　朋広
� （県生涯学習推進センター）
　　　　　大坪　美樹（上越市立公民館）
　　　　　長谷川健康（三条市中央公民館）
　　　　　佐藤　　了（出雲崎町中央公民館）
　　　　　渡辺佳津志（聖籠町公民館）
　　　　　船山　靖子（新潟市中央公民館）
　　　　　吉田英津子（白根地区公民館）

№748（第３種郵便物認可） 	 平成27年６月15日 

昨年の編集委員会の様子
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５月14日㈭　新潟市公民館新任職員研修会　横越地区公民館　事務局長講師 ひとくち情報

ビレックスチアリーダーズが息の合った絶妙なダ
ンスで会場を盛り上げてくれます。間近に観る迫
力ある演技をお楽しみください。

下越の魅力を物販に
第66回大会は、聖籠町と胎内市が共催として準

備から大会当日の運営まで任されていますが、下
越地区が会場地ということで、下越地区全市町村
が大会を盛り上げるために協力しています。物産
販売コーナーも各市町村の魅力溢れる特産品を用
意しています。聖籠町コーナーでは、特産の果樹
は時季外れとなりますが、新鮮タマゴと聖籠産ぶ

アルビレックス新潟トップチーム

10：00　受　付
10：30　開会式
　　　　公民館永年勤続者表彰式
11：00　記念講演
　　　　テーマ：地域貢献活動における聖籠町

との連携
　　　　講　師：アルビレックス新潟
　　　　　　　　強化育成本部 
　　　　　　　　育成普及部 部長　岡田朝彦氏
　　　　アトラクション：�アルビレックスチアリー

ダーズによる演技
13：00　上越地区―事例
　　　　中越地区―事例
　　　　新潟市―事例
　　　　（発表者調整中）
15：00　閉会式

どうを使用したふわふわしっとりの「ぶどうカス
テラ」、横須賀カレーフェスティバル2015に出品
し、400個を完売した米粉カレーを使った「ライ
スコロッケ（カレーチーズ味）」等。胎内市は、
欧州系品種にこだわり、自園産ぶどう100％を使
用した「胎内高原ワイン」。村上市は素材にこだ
わり、紫蘇、糖蜜、抹茶の三種の味を取り揃えた、
お土産に大好評の「瀬波温泉まんじゅう」。阿賀
町からは障がい者福祉施設たんぽぽで手作りされ
ている「和紙しおり」などの各種工芸品などをご
用意する予定です。その他にも下越地区から多く
の物産が販売される予定です。

大会参加費を軽減
皆さんの来館お待ちしています

今大会では、県公連の事業経費を節減し、多く
の皆さんが大会に足を運んでいただけるよう大会
参加費を昨年の1,500円から1,000円に軽減してい
ます。

また、今回は特に記念講演、アトラクション、
物産販売等で地域色を意識しています。下越地区
のまとまりや企業との連携についても勿論です。
そのへんも併せてご覧になっていただければと
思っています。

７月17日まで残すところ一ケ月、準備は着々と
進んでいます。当日は、遠方からお越しの皆さん
にも、来て良かったと思えるような大会に努めて
参りたいと思っています。皆さんのお越しを心よ
り楽しみにしています。

アルビレックスチアリーダーズ

会場に ～地域連携で進める公民館活動～
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ひとくち情報 ５月14日㈭　新潟市黒埼北部公民館利用団体研修会　北部公民館　事務局長講師

特
集

第66回新潟県公民館大会が７月17日㈮、聖籠
町町民会館を会場に開催されます。大会日まで
残すところ一ケ月。下越地区の公民館関係職員
が大会の成功に向けて協力しながら準備を進め
ています。

会場　聖籠町町民会館

今大会のテーマは、「地域連携で進める公民館
活動　～多様な主体の連携・協働を進める取組～」
です。このテーマは、公民館を運営する私たち職
員にとって喫緊の課題であり、この取り組みは増
大・多様化する住民の学習ニーズに応えられる有
効な手段だと考えます。

このような状況下、聖籠町においても他の企業
や団体等との連携を模索しながら取組みを進めて
います。特に町がホームタウンとなっているＪ１

「アルビレックス新潟」や、日本で唯一のサッカー
総合専修学校「JAPANサッカーカレッジ」など
スポーツ資源との連携・協働は着実に実績を重ね、
地域コミュニティへの活性化においてもその効果
が波及しています。

アルビレックス新潟との連携を軸に
今大会の記念講演は、大会テーマに沿う形で地

域貢献活動における聖籠町との連携をテーマにし
ています。講師は、同社の強化育成本部 育成普
及部 部長の岡田朝彦さん。岡田さんは、山形県
出身で企業の少年サッカーチーム「長岡ビルボー
ド」の設立や、フットサルの日本代表選手を育成

するなどフットサル
の普及と技術力向上
に貢献された方で
す。それら功績が認
められ1995年にアル
ビレックス新潟（当
時：アルビレオ新潟）
に入社。その後も新
潟から世界に羽ばた
く選手の育成を目指
して活躍していま
す。岡田さんの講演
は、聖籠町とアルビ
レックス新潟が連携
して取り組んできた
実践と効果、課題な
ど、今後の公民館活
動において、必ずや
大きなヒントになる
と思います。

また、講演後のア
トラクションもアル

聖籠町公民館

館長　渡辺佳津志

四季の聖籠

７月17日 聖籠町を
第66回新潟県公民館大会
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『自然・ふれあい！家族のつどい』～自然体験活動、そして、人との絆～
新潟県少年自然の家　指導課副参事　三膳　　章

◎はじめに
　新潟県少年自然の家では、「自然・ふれあい！家
族のつどい」（主催事業）を年３回開催しています。
　「季節に応じた自然体験活動や創作活動を通じて、
家族で協力し合いふれあうことで、絆をより一層深
める。そして、他の家族との交流を図りながら、豊
かな情操や社会性を育てる。」ことをねらいとして
活動しています。

◎第１回「自然・ふれあい！家族のつどい」の概要
　４月、県内各地から23家族72人の皆様から参加い
ただき、「もちつき・クラフト＆いちご狩り」をサ
ブテーマに１泊２日で開催しました。主な内容は次
のとおりです。
○もちつき
　２つの臼を囲み、「よいしょ！よいしょ！」とい
う元気なかけ声の中、協力してもちをつきました。
　全員でついたもちを、あんこもち・きなこもち・
雑煮にして夕食時に食べました。参加者からは「初
めての経験でした。子どもたちも楽しそうでした。」

「かけ声をかけてついたら楽しかった。３種類とも、
とてもおいしかった。」という声が聞かれました。

○クラフト
　自然の素材を活かした「写真立て」を作りました。
　所内の遊歩道などを歩き、木の枝や葉っぱなどを
採り、家族で気持ちと力を合わせて作りました。
　参加者からは「子どもが楽しみながら、自分の力
で作ることができました。」「手作りのオリジナル作
品ができて嬉しいです。」という声が聞かれました。

クラフト〔写真立てづくり〕

○いちご狩り
　地域でいちご栽培をしている農園の協力を得て、
いちご狩りをしました。また、乙まんじゅうを食べ、
乙宝寺周辺を散策しました。天気にも恵まれ、暖か
い日差しの中で、春の風を感じることができました。
参加者からは「子どもがホッペをふくらませて幸せ
そうにいちごを食べていました。」「歩いていてウキ
ウキしました。」という声が聞かれました。

◎今後の予定
　季節に応じたプログラム、そして、地域の特色を
活かしたプログラムを提供し、多くの家族に楽しん
でもらえる事業としていきます。

第２回 第３回

期　　日 ９月５日（土）
　～６日（日）

12月５日（土）
　～６日（日）

会　　場 新潟県少年自然の家 新潟県少年自然の家

募集期間 ７月31日（金）
～８月19日（水）

10月30日（金）
～ 11月13日（金）

主な活動 カヌー、アウトドアクッ
キングなど

クリスマスパーティー
など

◎おわりに
　参加者から「他の家族と所員の方々から優しくし
ていただき、小さな孫連れ参加という最初の心配も
忘れて、楽しむことができました。」という言葉を
いただきました。参加者と自然の家が一緒に作り上
げる事業となっています。
　また、当事業の他に「はつらつ体験塾」「チャレ
ンジわんぱく」「カヌーに親しもう」などの主催事
業を行っています。各事業への参加を促していただ
くとともに、各公民館の事業でも自然の家を御利用
いただければ幸いです。

№748（第３種郵便物認可） � 平成27年６月15日 
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学中になんとアメリカに留学していたという経歴
の持ち主。これからのグローバルの時代、その国
際感覚と得意な語学力を活かし、新たな公民館を
作り上げてくれることでしょう。これからの金塚
さんの活躍に期待しています！

� （長岡市中央公民館　長谷川元美　記）

　５年目に突入した社会教育係の榎本参事を紹介
します。10名の係員を率いて日々仕事に励んでい
ます。係員からの信頼も厚く、とても頼れる上司
です。社会教育委員・公運審会議では大半の説明
を引き受けてくれます。細やかな心配りができ、
係員の円滑な業務の遂行に尽力しています。手先
が器用で、施設備品等の修繕
の際にはアイデアを出して自
ら率先して修繕してしまいま

　４月のまだ少し寒い季節、公民館に新しい風が
やってきました。新たに中央公民館の職員になっ
た金塚ひろみさんです。金塚さんはいつでも冷静
沈着。お客さま対応もそつなくこなすとても頼り
がいのある人物です。大学卒業からすぐに公民館
に配属、若々しくおだやかな金塚さんは公民館を
いつも温かな雰囲気にしてく
れます。
　そんな金塚さんは、大学在

長岡市中央公民館

　金塚ひろみさん

胎内市教育委員会 生涯学習課 社会教育係

参事　榎本　富夫さん

　

平
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2
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に
町
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人
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級
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ら
ス
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し
た
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で
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ち
に
生
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人
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を
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書
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す
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台
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子
供
達
は
今
年
は
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に
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え
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の
か
目
と
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が
舞
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に

集
中
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の
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き
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で
見
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人
形
劇
の
仲
間
7
名
、
今
年
も

新
し
い
お
話
を
選
択
中
で
す
。

「
人
形
劇
で

　

子
供
た
ち
と
交
流
」

パ
ペ
ッ
ト・シ
ア
タ
ー・キ
ッ
チ
ン

す。スポーツマンの一面もあり、スキーは指導員
の資格を持ち冬は胎内スキー場で指導をしていま
す。最近はひざの調子もよくなり、ソフトバレー
の練習にも力が入っているようです。これからも
胎内市の社会教育・生涯学習分野を牽引していく
ことと確信しています。
�（胎内市生涯学習課　社会教育係　森　　敬史　記）

　
「
今
日
は
何
を
歌
う
ん
だ
ろ
っ

か
ね
～
」
月
に
一
度
の
土
曜
午
前

10
時
、
コ
ー
ラ
ス
好
き
の
み
な
さ

ん
が
意
気
揚
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と
公
民
館
小
ホ
ー

ル
に
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

　

聖
籠
町
公
民
館
事
業
の
一
環
と

し
て
始
ま
っ
た
『
み
ん
な
で
歌
お

う
会 

コ
ー
ラ
ス
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２
年
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に
な
り
ま
す
。
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支
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補
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ー
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ス
ト
ラ
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せ
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声
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露
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た
『
５
０
０
人
コ
ー
ラ

ス
』
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
公
民

館
に
は
み
な
さ
ん
の
歌
声
が
脈
々

と
響
き
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
講
座
で
は
明
治
、
大
正
、

昭
和
そ
し
て
平
成
の
時
代
を
彩
る

名
曲
を
題
材
に
、
当
時
の
時
代
背

景
や
作
者
の
心
情
等
を
講
師
の
先

生
方
か
ら
学
び
、
よ
り
一
層
曲
に

対
す
る
理
解
を
深
め
つ
つ
、
参
加

者
同
士
の
連
携
を
強
め
て
い
く
こ

と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

（

）

聖
籠
町
・
み
ん
な
で
歌
お
う
会

�

コ
ー
ラ
ス
講
座

�

事
務
局
　
吉
田　

晃
一 

記

心
も
ひ
と
つ
に

み
ん
な
で
歌
お
う
会
コ
ー
ラ
ス
講
座

（

）

佐
渡
市
小
木
・
パ
ペ
ッ
ト
・

�

シ
ア
タ
ー
・
キ
ッ
チ
ン

�

大
井
キ
ヨ
子　

記
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事
務
局
長
の
つ
ぶ
や
き

　

渡
辺
謙
さ
ん
は
日
本
を
代
表
す
る

俳
優
で
す
。

　

先
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演
「
王
様
と
私
」
で
主

演
す
る
渡
辺
さ
ん
を
特
集
し
て
い
ま
し

た
。
舞
台
で
の
セ
リ
フ
や
歌
を
す
べ
て
英

語
で
行
う
努
力
に
感
服
し
ま
し
た
。

　

10
年
ほ
ど
前
に
「
明
日
の
記
憶
」
と
い

う
映
画
で
、
若
年
性
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

な
っ
た
男
を
好
演
し
主
演
男
優
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
渡
辺
さ
ん
は
旧
広
神
村
出
身
、

妻
役
が
加
茂
市
出
身
の
樋
口
可
南
子
さ

ん
。
二
人
の
新
潟
県
人
が
活
躍
し
て
誇
ら

し
い
気
分
で
す
。

　

こ
の
映
画
を
私
た
ち
夫
婦
で
見
に
行
き

ま
し
た
。
あ
れ
以
来
、
10
年
間
、
妻
は
「
惚

け
な
い
よ
う
に
し
ょ
う
ね
」
の
連
発
。
私

は
「
映
画
は
夫
婦
の
絆
が
テ
ー
マ
だ
よ
」

と
言
い
た
い
の
で
す
が
。�

（
田
原
）

※「お元気ですか」のコーナーは現役をリタイアした方がその後も元気に活動している様子を紹介するコーナーです。

おお 気気 すす元元 でで かか

河 川 愛 護 月 間

　国土交通省では、昭和 49 年から毎年７月を「河川
愛護月間」と定め、河川愛護運動を実施しています。
　本会でも、良好な河川環境の保全・再生のため、
地域住民の河川愛護意識の醸成に協力しています。

新潟県河川協会
会長（加茂市長）　小　池　清　彦

新潟市中央区新光町 4-1　新潟県自治会館内
TEL 025（285）0041　　FAX 025（285）1609

「元気です」� 水落　満長（十日町市）

　昨年３月、公民館で定年退職後、専業農家として
山間地農業にいそしんでいます。山間地ゆえに条件
が悪く、経済的にはなかなか立ち行きません。しかし中山間地農業は、
単に農産物の生産にとどまらず、里山の保全をとおして、国土保全、
環境保全などの大きな公益性を果たしており、そもそも現代の市場経
済にはそぐわない、それらを超越した崇高な営みなのかもしれません。
　さて今年は戦後70年の節目の年で、国民が改めて不戦を誓う年とな
ります。ところが最近の日本を見ていると、何か不穏な動きを感じるのは、
私だけでしょうか。戦後の社会教育が民主主義と平和主義を掲げて
国民の民度の向上を目指してきたはずなのに、国民のあまりにも従順な
こと。「いつか来た道」を辿ることがないよう、一市民として何ができる
か考えながら、余生を過ごしていきたいと考えています。

中越地区公連理事会、代議員会
　中越地区公連の第１回理事会、代議員会が５月
８日㈮に長岡市まちなかキャンパスを会場に開催
されました。
　１　昨年度事業、決算報告
　２　今年度事業計画、予算審議
　　　例年どおり研究大会、職員研修会、館長等

研修会を開催
　３　講話
　　　佐藤　　了（出雲崎町中央公民館長）

自主財源委員会
　当会では財政の健全運営を図るため「自主財源確立のため
の調査検討委員会」を設けています。これは、財政の運用に
問題が起きたときにその問題を検討する会議です。
　７名以内の委員で構成され、任期は２年です。今年度委員
が改選されました。委員名簿は次のとおりです。

委員長　五十嵐　政　人（新潟市中央公民館長）
委　員　寺　瀬　千　恵（新潟県婦人連盟事務局長）
　〃　　伴　内　美　和（見附市中央公民館長）
　〃　　見　原　健　司（阿賀野市中央公民館長）
　〃　　佐々木　繁　雄（糸魚川市中央公民館長）
　〃　　古　澤　　　徹（燕市中央公民館長）
　〃　　田　原　　　理（県公連事務局長）　
＊任期：平成27年度～ 28年度

理事会、
代議員会

講話：
佐藤館長
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